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( 1)

固有べクトルはAU=入υを満たすはずであるから,

←←・→(・小(→・・イ→
となる。これより,λ=-4とすると成り立つため,υはAの固有べクトルであり,

固有値は入=-4である

(2)

平面αは 3 次元空間の原点を通り,ベクトルυに垂直であるので,α上の任意の点 P の位置

φ とυの内積は0 となり,ベクトノレχ=

χ・υ=χ一 2y 十 Z = 0

よって,このαを表す式はχ一2y+Z= 0である。

( 3)

平面α上の任意の点(α,b,C)は,上式を満たす,すなわちα一2b+C= 0である。この点

を写像すると,

0

やはり

四・e ・・りφ・ぜt・0之ヲ

左辺に代入すると

となる。これをχ一2y十Zに代入すると,

(α十 2b - C)-2(2α一 2b + 2C)+(一α+ 2b + C)

-4α+ 8b -4C

=-4(α一 2b + C)

=0

すなわち,χ一2y+Z=0を満たす任意の点Qを, Aで移動した Q'

χ一2y十Z=0を満たす,すなわち同じ平面α上にある。
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[2] a)ア

jl(χ,y)= ae獄 Coshy,jy(χ,y)=-he砥 Sinhy

j篇(χ,y)= a2e砥 Coshy,jly(χ,y)=一αhe献 Sinhy,j)タ(χ,y)=-h2e献 Coshy

イ

j(0,の*1

バ(0,の*",兀(0,の*0

j,(0,の*"',メ,(0,の*0,j-(0,の*ーが

メ=〆(0,の十χバ(0,0)+yjシ(0,0)+Ξ(ゞjL(0,の+2Wjl,(0,の十yソ抄(0,0))

( 2 ) ア

Ⅱ〆ルの・jJ;ゞ川ル・j;ケ'ム1'司。・●
イ

χ,yを極座標変換すると,

χ= rcose, y = rsine

0'・{0,"1-,・ξ泌ξ}

j-

jlj。V戸戸加0'丘川。三V所
ヰ[Ⅶ〒1]1
・d五・,)

Cose -rsine

Sine rcose

jj。V弄元戸、jlj。マ戸'加

別解

戸=tとおくと

dt

2

・Π卵[応]1
・d●1・リ

=rdr,t:0→1
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(D

ア ある数字を引く確率はそれぞれ

(り。井

イ.すべて異なる数字の組み合わせは,

4a =4×3×2×1。すべての組み合わせは 44 だから,確率は

は4種類あるから

同じ数字の力ードを2回以上取り出す確率はこの余事象だから

(・)ーー・ー,

だから

3 29

32

ウ.最初の数字は2,4のいずれかで2通り,最後の数字は 1,3のいずれかで2通

り。 2番目と 3番目は残りの 2枚の並べ方で 2通りあるから,並べ方は

, 4回連続して引く確率は

32

1から4までの数字の順列とな

4×3×2×1

(2 )

ア

4×3×2×1

23

変数分離により

1 3 1
ー=^χ+ー

y 16 4

イ.アの解より,χ=1,2,3それぞれのときのーの値 だから,囲ま
y

れる領域にある点(χ,y)のうち,χ,y が共に自然数となる点の数はそれぞれ

2,1,1となる。よって全部で4点。

44

るから

3

32

のとき y=4 だ力

j子,・・藷jj一の*ーーj砥 すなわち ーー=ーーχ+C (Cは任意のy 16 '山'

つて微分方程式の解は

確率となるので才P枚の
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